
地球環境負荷、特に大気系および水系の環境
負荷削減に関しては、事業撤退や拠点統合によ
る各環境負荷の排出量削減に加え、設備改善や
省エネによる効果により、「APTSIS 20」の目標を
達成しました。製品・サービスを通じた環境負荷
削減貢献については、GHG排出削減や水資源
問題解決に貢献する製品群の販売や需要の減
少により目標未達となりました。今後は「APTSIS 
25」での施策や、「KAITEKI Vision 30」のサステナ
ビリティマネジメントの深化により、環境インパ
クトニュートラルの実現をめざしていきます。

現在のMOT指標は、R&Dとマーケット（R指標群）、知的財産（I指
標群）、先端技術（E指標群）の3つの群から構成されています。R
指標群とI指標群は2018年度から2020年度の期間において着
実に改善し、最終的に2020年度の目標をほぼ達成しました。こ
れは、国際特許出願や新製品の販売が堅調であったことによりま
す。しかしながら、E指標群は想定したようには伸びませんでした。
この課題を解決するために、デジタルトランスフォーメーション
（DX）の推進をはじめ、レベルアップに向けた全社的な取り組みを
精力的に進めていきます。

「APTSIS 20」期間中を通じて、疾病治療・予防へ
の貢献は、対象製品の販売が堅調に推移し、良
好な結果となりました。一方で、Comfort価値の
提供については想定していた規模での拡大が不
十分で目標未達でした。また、ステークホルダー
とのエンゲージメントに関わる取り組みとしては、
CSR調達に関するガイドラインの配布や説明会の
実施など、ビジネスパートナーとのコミュニケー
ション推進を強化し、持続可能なサプライ
チェーンの構築に取り組みました。顧客満足度は、
前中計で積み上げた実績に対して、「APTSIS 20」
期間中にさらなる向上をめざしたものの未達でし
た。今後は、評価結果を事業活動により一層活
用し、顧客満足度の向上につなげていきます。

最新技術を活かした事故防止策や日々の啓発
活動、事故情報の共有、現場の安全を担う人材
育成を通じて、年々改善してきたものの、事故・
災害の防止に関する目標は大幅な未達となりま
した。引き続き、事故・災害防止に向けた取り組
みを強化し、安全の徹底を図っていきます。また、
働きがいがあり、活力と協奏のある組織の構築
を図った結果、有給休暇の取得率は向上したも
のの、長時間労働は増加傾向にあります。コロナ
禍で変化する働き方も踏まえ、さらなる業務改
革の推進に取り組み、ワーク・ライフ・バランス
の改善を図っていきます。各種研修の結果、従
業員のコンプライアンス意識は向上しています。

大気系環境負荷の削減（GHG排出量、SOx排出量、NOx排出量）
水系環境負荷の削減（総りん排出量、排水中の全窒素排出量、COD排出量）
土壌系環境負荷の削減（埋立廃棄物量）
再生可能エネルギー関連の製品・サービスの提供
GHG排出削減に貢献する製品・サービスの提供
水資源問題の解決に貢献する製品・サービスの提供
食料問題の解決に貢献する製品・サービスの提供
疾病治療への貢献：医薬品の提供（治療貢献度、有用性拡大）
疾病予防への貢献：ワクチンの提供
より心地よい社会、より快適な生活に貢献する製品・サービス（Comfort価値）の提供

社会から信頼される製品・サービスを
提供するための取り組み

ビジネスパートナーとのコミュニケーションの推進（CSR調達に関して、ガイドライン
配布、チェックリスト、展開状況のモニタリング、面談・訪問・監査等の取り組み状況）

コンプライアンス意識の向上（意識調査の結果等）
事故・災害の防止（保安事故の削減）

働きがいがあり、活力と協奏のある組織の構築（従業員満足度、有給休暇取得率、
長時間労働比率、疾病休業度数率、女性管理職比率等）

顧客満足度の向上
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分類 項目

戦略

組織・人材

データ基盤

ビジネスプロセス

ビジネスモデル変革

DX戦略
発信・浸透
推進体制
人材育成
データポリシー
データ基盤・運用
サプライチェーン
製造
顧客接点
R＆D
コーポレート機能
ビジネスモデル変革
メガトレンド

イノベーションの目標（MOT指標のKPI）と実績サステナビリティの目標（MOS指標のKPI）と実績

MOS  Management of Sustainability MOT  Management of Technology

地球環境に関連する指標

R&Dとマーケット、知的財産は目標をほぼ達成するも、
デジタル成熟度を含む先端技術は目標未達

社会システムに関連する指標 人（企業と組織）に関連する指標

MCHCグループは、経営指標としてサステナビリティへの貢献度合いを数値化したMOS指標を導入し、それぞれの指標につ
いて目標を設定し、企業活動を推進しています。本レポートでは、MOS指標とその目標のうち、環境・社会や財務価値へのイン
パクトが大きく、また存立基盤に関わる重要な項目について、個別の達成度を紹介しています。

「APTSIS 20」のマテリアリティの詳細とMOS指標の実績評価の全一覧はウェブサイトに掲載しています。
https://www.mitsubishichem-hd.co.jp/sustainability/performance.html

MCHCグループは、技術力やイノベーション力を可視化し、改善の道筋を示すMOT指標とこれに関する目標を設定していま
す。「APTSIS 20」期間においては、MOT指標とその目標によりフォーカス市場における次世代事業の実現に向けた取り組みの
進捗を管理してきました。なお、本指標は2017年4月の三菱ケミカル発足を機に見直し、2018年4月に現在の形となりました。

E指標群の重要指標である「デジタル成熟度」は、右表の
13項目で測定します。各項目の進捗度合いを４段階で評価
し、最終的なデジタル成熟度は、これらを統合して数値化し
ます。全ての項目が最終段階（Advanced）にある場合は
100%となります。
デジタル成熟度は毎年上がってきてはいるものの、2020
年度は61％という評価にとどまっています。当社事業にお
けるDXの重要性に鑑み、さらなる成熟度向上に向けて、引
き続き重点施策として取り組んでいきます。

MCHCグループの競争力を継続的に向上させるには、技術力の正確な測定が不可欠です。新中期経営計画「APTSIS 25」で
は、シンプルさ、透明性、客観性のさらなる向上をめざし、新しいMOT指標を設定しました。より深い洞察を得ることにより、次
世代ビジネスの実現に向けた取り組みを加速させていきます。
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デジタルトランスフォーメーションの推進

新中期経営計画下におけるMOT指標について

MOS指標と達成率 過去３年間のMOT指標達成率の推移

デジタル成熟度の評価項目

R&Dとマーケット
（R指標群）
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先端技術
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APTSIS 20 総括
3 前中期経営計画（2016-2020年度）

APTSIS 20 総括
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